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一 

般 

質 

問 

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、十
六
日
、十
七
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
二
日
間
で
、十
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
、市
政

全
般
に
つ
い
て
、二
十
項
目
に
わ
た
り
、質
問
を
行
い

ま
し
た
。 

問 

問 

答 

ふ
じ  

い
　
　
　
と
し  

お 

こ
　
が
　
　
　
き
ょ
う
こ 

か
な 

ど
う
　
　
き
よ 
ゆ
き 

答 

問 

議
決
結
果（
賛
否
が 

分
か
れ
た
案
件
） 

○賛成　●反対 

※その他の案件については全員賛成で可決されました。 ※
各
会
派
の
所
属
議
員
の
党
派
は
次
の
と
お
り 

み
ら
い﹇
無
所
属
⑦
﹈ 

創
政
会﹇
無
所
属
⑥
﹈ 

公
明
党﹇
公
明
党
④
﹈ 

か
す
が
21  

﹇
無
所
属
② 

社
民
党
①
﹈ 

日
本
共
産
党 

﹇
日
本
共
産
党
②
﹈ 
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治
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金

堂

　

清

之

 

大

久

保

戰

雄

 

舩

越

　

妙

子

 

長

能

　

文

代

 

村

山

　

正

美

 

3
月
定
例
会 

会 

期 

日 

程 
 

   

　
　
一
日 

本
会
議（
議
案
の
上
程
、　
　

　
　
提
案
理
由
の
説
明
な
ど
） 

　
　
二
日 

休
会（
議
案
の
考
案
） 

　
　
三
日 

休
会（
議
案
の
考
案
） 

　
　
四
日 

本
会
議（
議
案
質
疑
、　
　
　

　
　
委
員
会
付
託
） 

　
　
　 

　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　 

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
　 

　
　
五
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
　
六
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
　
七
日 

各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
） 

　
　
八
日 

各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
） 

　
　
　
　 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会 

　
　
九
日 

各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
） 

　
　
十
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会 

　
十
一
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会 

　
十
二
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
十
三
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
十
四
日 

春
日
原
駅
前
線
道
路
整
備 

　
　
　
　 

事
業
調
査
特
別
委
員
会 

　
十
五
日 

議
会
運
営
委
員
会 

　
十
六
日 

本
会
議（
補
正
予
算
案
採
決
、

　
　
一
般
質
問
） 

　
十
七
日 

本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
十
八
日 

各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　（
議
案
審
査
の
ま
と
め) 

　
十
九
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
二
十
日 

休
会（
閉
庁
） 

二
十
一
日 

休
会（
閉
庁
） 

二
十
二
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
　 

二
十
三
日 

議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　
　 

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中 

　
　
　
　 

調
査
事
件
の
調
整
な
ど
） 

二
十
四
日 

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質 

　
　
　
　 

疑
、討
論
、採
決
） 

※友　英司議員（創政会）は議長職のため、表決権はありません。 

治
力
か
ら
委
員
会
は
働
き
か
け
と
認

識
し
ま
し
た
。
し
か
し
上
記
の
経
過

か
ら
、
働
き
か
け
の
結
果
で
行
政
が

歪
め
ら
れ
た
と
の
認
識
に
は
委
員
会

と
し
て
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
買
収
価
格
が
妥
当
だ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
市
が
地
権
者
の
た
め
不

当
に
高
く
購
入
し
よ
う
と
す
る
意
志

が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
十
八
億
三

千
二
百
九
十
八
万
円
の
補
償
額
の
報

告
を
受
け
た
時
、
市
が
精
査
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。 

　
議
会
が
行
っ
た
再
鑑
定
の
結
果
は

十
七
億
八
千
九
百
五
十
七
万
三
千
八

十
円
で
、
第
一
復
建
の
精
査
後
の
額

よ
り
三
千
四
百
六
万
円
千
六
百
八
十

円
高
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
平
成

十
二
年
九
月
二
十
日
に
市
が
都
市
開

発
資
金
の
要
望
を
行
っ
た
文
書
で
は

都
市
開
発
資
金
対
象
外
を
含
め
る
と

十
六
億
九
千
八
百
三
十
四
万
九
千
円

で
、
買
収
交
渉
で
当
初
提
示
し
た
十

二
億
六
千
四
百
七
十
万
円
が
正
当
な

価
格
と
は
判
断
で
き
ず
、
買
収
額
の

十
七
億
五
千
四
百
七
十
万
五
千
八
百

円
は
不
当
な
も
の
と
の
判
断
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
鑑
定
価
格
の
確
定
前
か
ら
価
格
を

提
示
し
て
の
交
渉
や
鑑
定
業
務
が
随

意
契
約
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
慎
重

さ
に
欠
け
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
今
日
の
問
題
を
惹
起
さ
せ
た

原
因
で
あ
り
、
今
後
の
事
務
執
行
は

十
分
慎
重
に
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。 

 

臨
時
会
の
報
告 

 

◆
第
一
回
臨
時
会 

　
　
平
成
十
七
年
第
一
回
臨
時
会
が
、

　
二
月
十
五
、
十
六
日
に
開
催
さ
れ

　
ま
し
た
。
本
臨
時
会
で
は
、
条
例

　
案
件
一
件
、
契
約
案
件
四
件
、
報

　
告
一
件
が
提
出
さ
れ
、
契
約
変
更

　
の
審
査
が
深
夜
に
及
ん
だ
が
、
す

　
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

▽
春
日
市
税
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

原
案
可
決] 

　
　
不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う

　
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

　
律
に
よ
り
、
地
方
税
法
の
一
部
が

　
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

　
の
規
定
の
整
備
を
図
る
も
の
。 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
の
議
決
内
容
の
一
部
変
更
　[

同
意] 

　
　
春
日
市
立
白
水
小
学
校
用
地
造

　
成
工
事
を
施
工
す
る
に
当
た
り
、

　
工
事
設
計
の
変
更
に
と
も
な
い
請

　
負
契
約
の
金
額
を
変
更
す
る
必
要

　
が
生
じ
た
も
の
。 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
春
日
市

　
立
白
水
小
学
校
新
設
工
事
建
築
本

　
体
工
事
）
　
　
　
　
　
　 [

同
意] 

　
《
契
約
業
者
》 

　
間
・
有
澤
・
永
田
特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体 

　
《
契
約
金
額
》 

　
　
　
　
一
六
億
〇
、
一
二
五
万
円 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
春
日
市

　
立
白
水
小
学
校
新
設
工
事
電
気
設

　
備
工
事
）
　
　
　
　
　
　
　[

同
意] 

　
《
契
約
業
者
》 

　
佐
電
工
・
電
友
社
特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体 

　
《
契
約
金
額
》 

　
　
　
　
　
一
億
七
、
六
四
〇
万
円 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
春
日
市

　
立
白
水
小
学
校
新
設
工
事
機
械
設

　
備
工
事
）
　
　
　
　
　
　
　[

同
意] 

　
《
契
約
業
者
》 

　
松
下
設
備
・
丸
藤
特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体 

　
《
契
約
金
額
》 

　
一
億
七
、
八
三
六
万
八
、
七
五
〇
円 

▽
専
決
処
分
（
公
用
車
に
よ
る
交
通

　
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
の
額
の
決

　
定
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

受
理] 

 

 

　
施
政
方
針
に
つ
い
て 

　
　
　
　 

古
賀
　
恭
子 

議
員 

 

　
①
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
地

域
運
営
学
校
が
法
制
に
基
づ
き

導
入
さ
れ
、
指
定
を
春
日
北
中
学
校 

・
北
小
学
校
・
日
の
出
小
学
校
と
し

た
。
地
域･

保
護
者
が
学
校
を
支

え
る｢

地
域
運
営
協
議
会｣

を
設
置

す
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
現
在
各
学

校
に
設
置
し
て
い
る
評
議
員
会
と
の

競
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
そ
の
地
域
運
営
協
議
会
の
役
割
、

権
限
又
、
運
営
協
議
会
委
員
の
構
成

と
選
出
方
法
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
他
の
五
中
学
校
校
区
に
も
今
後

設
置
し
、
特
に
教
育
環
境
等
に
も
問

題
が
あ
る
校
区
を
優
先
に
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。 

　
②
少
人
数
学
級
つ
く
り
に
つ
い
て

は
、
習
熟
度
別
、
個
別
指
導
な
ど
そ

の
編
成
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
本
年
四
月
よ
り
五
校
七
学
年
の

配
分
内
容
は
。
又
、
学
級
に
複
数
の

教
員
が
関
わ
る
方
法
を
考
慮
し
て
ほ

し
い
。 　

①
来
年
度
か
ら
春
日
市
は
地

域
運
営
学
校
を
積
極
的
に
と
り

い
れ
る
。
地
域
運
営
学
校
に
つ
い
て

は
、
地
域
運
営
協
議
会
に
一
本
化
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
や
学
校

を
支
え
、
学
校
が
地
域
を
変
え
て
い

く
取
り
組
み
の
中
核
組
織
と
し
て
、

学
校
運
営
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
く
。

当
該
学
校
の
教
職
員
、
保
護
者
、
地

域
住
民
、
学
識
経
験
者
及
び
教
育
委

員
会
事
務
局
職
員
等
を
予
定
し
て
い

る
。
今
回
の
三
校
の
運
営
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

　
②
現
時
点
で
は
小
学
校
四
校
、
中

学
校
一
校
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

学
年
に
つ
い
て
は
、
新
一
年
生
を
対

象
と
し
て
考
え
て
い
る
小
学
校
二
校

で
、
残
り
の
三
校
は
既
存
の
学
年
を

対
象
と
し
て
い
る
。
教
職
員
の
配
置

人
数
は
、
十
七
年
度
の
検
討
に
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

  

　
「
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
」 

　
を
送
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て 

 

藤
井
　
俊
雄 

議
員 

　 

　
自
然
災
害
が
国
内
外
で
多
発

す
る
中
、
当
市
で
も
非
常
時
に

対
す
る
様
々
な
備
え
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ま
ず
は
、
万
が
一
の
災
害
時

の
「
避
難
場
所
」
「
連
絡
方
法
」
「
行

動
」
な
ど
を
家
族
で
考
え
る
為
の
「 

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
」
の
作
成
を
し
全
世

帯
へ
の
配
布
を
望
む
、
そ
し
て
、
以

下
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。 

　
①
施
政
方
針
の
中
に
「
風
水
害
と

と
も
に
地
震
災
害
に
も
備
え
る
」 

「
有
事
に
備
え
て
の
危
機
意
識
の
啓

発
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
か
。 

　
②
市
内
を
南
北
に
走
る
「
警
固
断

層
」
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。 

　
③
災
害
時
に
、
市
民
へ
の
情
報
提

供
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
「
行
政
防

災
無
線
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
に
つ
い

て
以
前
二
回
ほ
ど
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
、
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。 

　
①
災
害
対
策
に
は
春
日
市
地

域
防
災
計
画
を
作
成
し
、
必
要

な
措
置
な
ど
の
行
動
指
針
を
示
し
、

各
種
訓
練
な
ど
を
通
じ
、
常
に
万
全

の
体
制
作
り
に
努
め
た
い
。
有
事
関

連
七
法
案
に
基
づ
き
国
か
ら
対
処
方

法
な
ど
が
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や
市
民
啓

発
へ
の
課
題
を
早
急
に
検
討
し
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
②
各
機
関

の
見
解
が
幾
つ
か
あ
り
、
国
指
定
活

断
層
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
地

震
の
発
生
は
時
期
・
場
所
が
特
定
で

き
な
い
の
で
、
事
前
対
策
や
訓
練
が

大
切
。
③
行
政
無
線
は
二
種
あ
り
、

ま
ず
一
つ
は
移
動
系
無
線
で
現
在
十

四
台
常
備
し
、
う
ち
十
台
は
各
消
防

署
に
配
備
。
も
う
一
つ
は
公
共
施
設

な
ど
に
備
え
付
け
の
ス
ピ
ー
カ
ー
放

送
す
る
同
報
系
無
線
で
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
よ
り
今
少
し
時
間
が
必
要
。 

  

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に 

　 

関
わ
る
児
童
セ
ン
タ
ー 

　   

建
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て 

　
　
　
　 

金
堂
　
清
之 
議
員 

 

　
①
春
日
西
地
区
の
児
童
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
は
、｢

し
ば
ら

く
研
究
の
お
時
間
を
」
か
ら
丸
四
年

が
経
過
し
た
が
、
研
究
の
結
果
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。 

　
②
今
後
の
建
設
計
画
の
時
期
等
の

展
望
と
建
設
ま
で
の
間
の
春
日
西
地

区
の
子
ど
も
達
に
対
す
る
不
公
平
、

不
平
等
を
解
消
す
る
対
策
は
。 

　
③
春
日
市
児
童
育
成
計
画
に
つ
い

て
、
終
年
度
を
迎
え
て
、
こ
の
計
画

の
目
標
達
成
度
や
事
業
効
果
・
成
果

等
の
行
政
評
価
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。 

　
④
平
成
十
七
年
度
以
降
の
『
春
日

市
児
童
育
成
計
画
』
等
の
新
た
な
策

定
へ
の
取
り
組
み
は
。
次
に
、
平
成

十
八
年
開
校
予
定
の
白
水
学
校
の
通

学
道
路
整
備
に
つ
い
て
児
童
が
安
心

し
て
安
全
に
通
学
・
下
校
で
き
る
道

路
整
備
が
大
前
提
と
な
る
が
、
ふ
れ

あ
い
や
郷
土
愛
を
育
む
地
域
密
着
型

じ
ゃ
っ
き 


